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○ 次代を担う青少年の心豊かで健全な育成を（１２）○ 次代を担う青少年の心豊かで健全な育成を（１２）
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４月１４日、和子供相撲大会が和小学校相撲場で行われ、　４月１４日、和子供相撲大会が和小学校相撲場で行われ、

保育園児から小学生まで約２００名が参加しました。土俵保育園児から小学生まで約２００名が参加しました。土俵

に上がるとちびっこ力士の表情も真剣になり、周りの保に上がるとちびっこ力士の表情も真剣になり、周りの保

護者などから大きな声援が送られていました。護者などから大きな声援が送られていました。

土俵の上では真剣勝負土俵の上では真剣勝負
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　今年で３回目の姉妹都市オレゴン州マドラス市への高校

生ホームステイ派遣事業が、3月8日から19日までの12日

間、市内在住の高校生4名と引率者2名（友好協会会員、市

職員）の合計6名が参加して行われました。

　ホームステイでは、アットホームな雰囲気の中、ホスト

ファミリーにとてもあたたかく迎え入れていただき、アメ

リカの生活スタイルを満喫しました。

　また、マドラス市滞在中は、現地のマドラス高校へ3日

間通い、地元の高校生と一緒に授業を受け、その校風やカ

リキュラムを肌で体験したほか、休日にはホストファミリ

ーと過ごすなど、有意義な交流が図られました。

　高校生たちが、さまざまな体験をし、言葉の壁を乗り越

えて伝えようと頑張ってきた12日間。それぞれの思いを

体験記として書いていただきました。

● あなたも国際交流の一翼を！
　夏休みには中学生のホームステイも実施します。また、

多くの皆さんに｢アメリカ姉妹都市友好協会｣に加入してい

ただき、国際交流の一翼を担っていただけたらと考えてい

ます。

＜マドラス市ホームステイスケジュール＞
３／８（木）　上田→成田→（所要時間９時間）→ポート

ランド着→ビーバートン高校での研修
【ポートランド泊】

　　９（金）　ポートランド州立大学の見学、マドラス
市へ→ホストファミリーと合流

【各家庭へ】
　　１０（土）　姉妹都市委員長コーティン氏によるマド

ラス市内外観光（スミス・ロック州立公園、
ハイ･デザート博物館など）

　　１１（日）　ホストファミリーと過ごす
　　１２（月）～１４（水）　マドラス高校での授業、各種ア

クティビティーに参加（１４／夜　フェアウ
エルパーティー）

　　１５（木）　マドラス市→サンフランシスコへ移動
　　１６（金）　サンフランシスコ市内見学（ゴールデン

ゲートブリッジなど）
　　１７（土）　サンフランシスコ市内見学（ケーブル

カー、フィッシャーマンズワーフなど）
　　１８（日）　サンフランシスコ発【機内泊】
　　１９（月）　成田着→東京駅→上田駅（解散）
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本
当
に
あ
っ
と
い
う
間
の　

日
１２

間
で
し
た
。
今
で
も
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
と
初
め
て
対
面
し
た
日
、

彼
女
た
ち
４
人
全
員
不
安
そ
う
な

顔
を
し
て
い
た
の
を
よ
く
覚
え
て

い
ま
す
。
そ
の
顔
が
数
日
後
笑
顔

に
変
わ
っ
た
の
を
見
て
、
私
は
本

当
に
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。

　

初
め
て
の
海
外
、
そ
し
て
英
語

だ
け
の
生
活
。
私
自
身
が
ア
メ
リ

カ
の
高
校
、
大
学
を
卒
業
し
た
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で
そ
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大
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十
分
わ
か
り
ま
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、
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り
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張
、
戸
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え
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。

も
ち
ろ
ん
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語
力
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あ
っ

た
で
し
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う
が
、
そ
れ
以
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の

様
々
な
貴
重
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経
験
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で
き
た
こ

と
で
し
ょ
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。

　

最
後
に
こ
の
機
会
を
与
え
て
い

た
だ
い
た
関
係
者
の
皆
さ
ん
、
マ

ド
ラ
ス
市
の
ジ
ェ
イ
ソ
ン
・
ヘ
イ

ル
市
長
他
皆
さ
ん
、
そ
し
て
こ
の

貴
重
な
体
験
を
一
緒
に
共
有
し
て

く
れ
た
４
人
と
事
務
局
の
井
上
さ

ん
に
心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

 蓮  見 　 喜  昭 
はす み よし あき

 （アメリカ姉妹都
市友好協会会員）
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とうみ

▲ホストファミリーとスキー場へ

Thank you Everybody
Thank you Madras.

 鳴  澤  優  花  子 さん（下八重原）
なる さわ ゆ か こ

　今回のホームステイで一番うれしかったのは、大勢の人

と交流できた事です。ホストファミリーの Dana と Aaron

をはじめ、友好協会の方、マドラスの高校生や小学生、地

域の人々など本当に大勢の人々が私たちを温かく、フレン

ドリーに迎え入れてくれました。みんなが私に話しかけて

くれ、私の単語だけの英語も一生懸命聞いてくれました。

辞書が手放せなかった私ですが、飛行機で隣り合わせた人

とも意思が通じ合い、言葉だけじゃないなと変な自信もつ

きました。

　マドラスの皆さんのおかげで、とても楽しく充実した時

間を過ごすことができました。本当にありがとうございま

した。この体験を通じて、私はとても大きな、大切な財産

を持てたのではないかと思っています。

アメリカは
         広かった…

 佐  藤 　 裕  美 さん（金井）
さ とう ひろ み

　アメリカはすべてにおいて日本とのスケールの違いに

びっくりし、感動しました。食べ物や服も日本と比べてす

ごく大きいことにびっくりしました。

　また、アメリカの人たちはおおらかな人柄で日本との違

いを感じました。言葉ではうまく言えないけど、積極的に

話し掛けてくれるときの雰囲気がゆったりしていて、私も

そんな気持ちで会話ができました。ホストファミリーの

Floyd と Lanora も、もちろんおおらかな人柄だったので、

良い意味で気楽な楽しいホームステイになりました。２人

は私を本当の家族のように思って接してくれたことが言葉

や態度でわかったので、私も緊張しないで生活ができまし

た。家族の１人として迎えてくれたことに感動し、うれし

かったです。本当にありがとうございました。

ありがとう

 小  野  澤  実  佑 さん（原口）
お の ざわ み ゆ

　この１２日間は本当にあっという間で、毎日が新鮮でとて

も充実していました。ホストファミリーはとても優しく、

私が話すヘタな英語も理解してくれて、私にもわかるよう

に簡単な英語を使って話してくれました。マドラス高校の

生徒たちも気軽に話しかけてくれて、アメリカの人たちの

親しみやすさに驚きました。ほかにも、近くの小学校に

行って折り紙を教えたり、ボーリングに行ったり…。毎日

がとても楽しく忘れられないホームステイになりました。

　アメリカに行ってアメリカのすごさを知り、また日本の

良さも知りました。これからもっと英会話を勉強し、自信

をもって英語が話せるようになりたいです。そして、また

このメンバーでマドラスに行きたいと思います。

アメリカの
　　空気にふれて

 山  田 　 貴  子 さん（県）
やま だ たか こ

　アメリカで過ごした１２日間は今までの自分の考え方を変

えるようなことばかりでした。

　最初は慣れない海外やホームステイ、日本語のない生活

など不安は増すばかりでしたが、スキーや誕生パーティー

に連れて行ってくれたり、家族の人や周りの人が親切に親

しみやすく話しをしたり接してくれたので、自然と英語や

環境に慣れていきました。一番不安だった英語も単語と

ジェスチャーで表現し、時には実物を持ってきて相手に伝

えました。

　高校での授業や小学生との交流が、日本との違いが一番

感じられる時間でした。

　全体を通して私たちは日本の文化を大切にしなければい

けないと改めて感じました。自分の将来にこの体験がどの

ように影響するかわかりませんが、感じたことを大切にし

ていきたいです。

▲地元高校生と英会話で交流▲ゴールデンゲートブリッジの前で記念撮影
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う

東
部
中
学
校

・
�

や
な
ぎ

   
 
沢 　
　

さ
わ

 
直 
た
だ
し

・ 
三  
浦 　
 
雅  
子 

み 

う
ら 

ま
さ 

こ

・ 
田  
中 　
た 

な
か

 
正 
し
ょ
う 
吉 
き
ち

・ 
酒  
巻 　
　

さ
か 
ま
き

 
宏 
ひ
ろ
し

・ 
吾  
妻 　
 
弘  
之 

あ
が 
つ
ま 

ひ
ろ 
ゆ
き

北
御
牧
中
学
校

・ 
鳴  
澤 　
 
康  
一 

な
る 
さ
わ 

こ
う 
い
ち

・ 
中  
山  
佐  
和  
子 

な
か 
や
ま 

さ 

わ 

こ

・ 
水  
科 　
 
勝  
吉 

み
ず 
し
な 

ま
さ 
よ
し

・ 
小  
山 　
 
哲  
生 

こ 

や
ま 

て
つ 

お

・ 
直  
井 　
 
仁  
子 

な
お 

い 

じ
ん 

こ



平
成

年
度

  
平
成　

年
度  
各
区
の
役
員
の
紹
介

各
区
の
役
員
の
紹
介 

１９１９

◎分館長会長　磯貝　郡平　　分館長副会長　山岸　一郎、井出　�彦、五十嵐　文彦、由井　朗
◎保健補導員会長　山口　由美子　　保健補導員副会長　��　せえ子

敬
称
略

敬
称
略
。
ス
ペ
ー
ス
の
関
係
上
、

。
ス
ペ
ー
ス
の
関
係
上
、
お
名
前
に
ル
ビ

お
名
前
に
ル
ビ（
読
み
方
）

（
読
み
方
）

が
つ
け
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

が
つ
け
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

（（

））

消　防　部　長地区会長保 健 補 導 員地区会長分　　館　　長区　　名
桜　井　裕　樹副

会
長　

宮
島　

昌
美

会　

長　

新
田　

敬
子

堀　内　峰　子副
会
長　

小
宮
山
袈
裟
幸

会　

長　

山
岸　

一
郎

山　岸　一　郎加　　　沢
田　

中　

地　

区

武　田　　　靖小　林　睦　代小宮山　袈裟幸常　　　田
高　橋　史　尚蓬　田　美智子岩　下　不三夫田　　　中
依　田　竜　也山　口　和　子矢　島　英　武県
町　田　佳　彦吉　岡　美智代神　津　秀　子本　海　野
小　山　満　広宮　島　昌　美赤　羽　清　二西　海　野

土　田　えつ子大　澤　信　行白　鳥　台
新　田　敬　子大　野　　　繁城　ノ　前

田　口　智　巳副
会
長　

檀　

野　

寿
美
子

会　

長　

寺　

島　

章　

文

田　口　房　子副
会
長　

寺　

島　

武　

幸

会　

長　

井　

出　

�　

彦

井　出　光　夫赤　　　岩

滋　

野　

地　

区

土　屋　正　敏檀　野　寿美子長谷川　　　昭片　　　羽
五十嵐　誠　司寺　島　章　文寺　島　武　幸桜　　　井
小宮山　俊　一柳　澤　信　子丸　山　休　哉大　　　石
尾　崎　龍　之菊　原　惠美子若　林　安　正中　屋　敷
小川原　　　渉荻　原　伸　子相　良　彰　司別　　　府
高　藤　秋　彦楢　原　斗　子若　林　壽美人原　　　口

相　良　栄美子若　林　敏　雄聖
井　上　み　ね井　出　�　彦乙　女　平
相　場　幸　美沼　田　浩　二王　子　平

副
会
長　

花　

岡　

佐
知
子

会　

長　

小　

林　

豊　

子

大　村　早　苗

副
会
長　

塚　

田　
　
　

篤

会　

長　

磯　

貝　

郡　

平

斉　藤　和　久奈　良　原

祢　

津　

地　

区

真　田　秀　男横　　　堰
柳　沢　　　玄宮　島　敦　子楢　原　信　弘新　　　張
花　岡　英　樹花　岡　佐知子小　林　栄　光出　　　場
湯　本　　　司小　林　豊　子瀬　田　光　興金　　　井
清　水　幸　成戸　塚　まゆみ荒　井　　　剛新　　　屋
金　井　忠　弘倉　嶌　さき子丸　山　　　等東　　　町
柳　橋　春　行相　場　宇喜子斉　藤　邦　男西　　　宮

齋　藤　邦　子齋　藤　朝　良滝　の　沢
船　田　清　太船　田　典　子北　澤　昌　雄姫　子　沢

滝　澤　和　子磯　貝　郡　平祢　津　南
滝　沢　久仁子塚　田　　　篤伊　勢　原

宮　坂　　　桂

副
会
長　

�　

�　

せ
え
子

会　

長　

山　

口　

由
美
子

関　　　千恵美

副
会
長　

荻　

原　

元　

明

会　

長　

五
十
嵐　

文　

彦

飯　塚　隆　夫東　上　田

和　
　
　

地　
　
　

区

田　中　長　彦田　中　晶　子関　　　浩　一田　　　沢
出　沢　岳　人�　�　せえ子竹　内　正　弘大　　　川
竹　内　　　優飯　島　晴　美荻　原　俊　秀栗　　　林
小　林　浩　一今　尾　正　子五十嵐　文　彦海　善　寺
若　林　　　治山　口　由美子荻　原　元　明曽　　　根

藤　井　幸　子上　原　徳　夫海 善 寺 北
堀　　　秀　行堀　　　文　江深　井　　　隆東　深　井
堀　内　成　紀堀　内　敦　子金　井　博　明西　深　井

山　浦　夏　子庄　村　　　茂東　　　入
清　水　智　代山　浦　甲　一西　　　入
田　畑　惠　子吉　池　幹　雄日 向 ガ 丘
佐　藤　嘉　彦佐　郡　正　男寺　　　坂
松　井　美知子町　田　佳　彦睦　　　会

第５分団　　　　　

副
会
長　

西　

藤　

早　

苗

会　

長　

荻　

原　

惠
美
子

細ヶ谷　とし子

副
会
長　

関　
　
　

秀　

之

会　

長　

由　

井　
　
　

朗

正　村　正　男上 八 重 原

北　
　

御　
　

牧　
　

地　
　

区

上　八　岩下　雄司荻　原　惠美子飯　島　則　子田　楽　平
田　楽　今井　雄司�　澤　あや子関　　　秀　之中 八 重 原
中　八　岩下　盛康直　井　妙　子白　倉　周　二山　　　崎
山　崎　白倉　英一依　田　さちえ田　村　徳　幸下八重原西部
下　八　依田　直也依　田　美和子小　林　　　武下八重原東部
大日向　橋詰　克史窪　田　祐　子井　出　成　保芸 術 む ら
羽毛山　竹重　秀範塚　原　恭　子土　屋　　　卓白　　　樺

武　井　良　江吉　池　大　明切　久　保
第６分団　　　　　渡　邉　惠美子小　田　昌　義八　反　田
切久保　工藤　信征田　中　美恵子永　井　英　雄本 下 之 城
城　三　大塚　進一井　出　政　子井　出　　　博田　之　尻
城　二　渡辺　　聡渡　邉　富士江渡　辺　　　学宮
城　一　小松　祐基小　松　梅　子高　島　　　馨畔　　　田
南　部　小林　　悟中　村　ヨシ子土　屋　大次郎御牧原南部
北　部　関　　悟累小宮山　幸　江清　沢　正　男御牧原北部
布　下　田中　喜仁若　林　モヨ子若　林　　　守御　牧　台
島川原　中堀　真吾青　木　啓　子小　山　定　雄布　　　下

滝　澤　洋　子龍　野　帥　次常　　　満
西　藤　早　苗由　井　　　朗島　川　原
中　島　洋　子直　井　辰　男大　日　向
谷　本　秀　雄越　　　俊　六光　ケ　丘
後　藤　安　恵山　崎　良　徳羽　毛　山
堀　内　晴　美塚　田　高　夫郷 仕 川 原
小　林　高　義牧　ケ　原

とうみ

（２００７年５月）５



（２００７年５月） ６



とうみ

（２００７年５月）７
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誕生日おめでとう！（ ５ 月生まれ）

 依  田 　 愛  優 香   ちゃん（王子平）
よ だ あ ゆ か

（１歳、H18.5.3生）

　音楽が流れると、満面の笑みで踊り出

す愛優香�パパとママはアユの笑顔が大

好きだよ。アユ、おめでとう☆

 青  木 　 心 花   ちゃん（海善寺）
あお き こ はな

（２歳、H17.5.13生）

　お話が上手に出来るようになった心花。

毎日楽しませてくれてありがとう。これ

からも元気いっぱい大きくなってね！

 竹  内 　 健 人   くん（大川）
たけ うち けん と

（１歳、H18.5.28生）

　お誕生日おめでとう！健ちゃんのカワ

イイ笑顔とよちよち歩きにみんなが癒さ

れてるよ�これからもお姉ちゃんと仲良

し姉弟で元気に育ってネ☆

　
 関 　 珠  瑞 華   ちゃん（東上田）
せき す ず か

（３歳、H16.5.16生）

　おでかけする時は、かならず、キティ

ちゃんのリュックをせおって、髪の毛を

ととのえる、おしゃまなすず！２人のお

姉ちゃんたちに負けずに。元気いっぱい

そしてやさしい子になってね！

　
 馬  場 　 風 花   ちゃん（片羽）
ば ば ふう か

（３歳、H16.5.31生）

　泣き虫風ちゃんも、もう３歳！パパも

ママも悠くんも、風ちゃんが大好きだよ

�これからも、優しくかわいく、大きく

なってね☆

☆募集します!!☆
（対象者６月生まれの３歳まで）

 藤  澤 　
ふじ さわ

 遼 大
りょう

   くん（島川原）
た

（３歳、H16.5.24生）

　遼ちん、お誕生日おめでとう！いつも

元気に飛び回り、疲れを知らないそのパ

ワーにはビックリしちゃうけど、幸せな

んだなぁ、そんな日々�お茶目なとこも

大好きだよ�　パパ・ママ

写真・住所・お住まいの区・氏名（ふりがな）・生年月日・性別・TEL・コメント５０字程度を
添えて企画課広報担当までお送りください。記載漏れのあるものは掲載いたしかねます。な
お紙面の都合上適宜編集いたしますのでご了承ください。締め切りは、５月１８日（金）必着。

ＶＯＩＣＥ「喜怒哀楽」のコーナーは、嬉しいこと、悲しいことなど身近にあった話題や感じたことなど皆さんからのお便りを
掲載します。疑問に感じていることでも結構です。皆さんの投稿をお待ちしています。（企画課「ＶＯＩＣＥ」宛）

シロップ（缶詰の汁など）
　　　　　 ………カップ１と１／２
水 ……………………………６０～７０㏄

�作り方
①かぼちゃは一口大に切ってゆで、
やわらかくなったら皮を除き、つ
ぶす。

②●１ の中に白玉粉と水を加減しなが
ら加え、よくこねる。

③耳たぶくらいのやわらかさになっ
たら、小さな団子に丸め、沸騰し
た湯に入れ、ゆでる。浮き上がっ
てきたら水に入れる。

④すいかは薄く切ってハートや星、
花型にぬく。

⑤パインは８等分に切り、白桃はパ
インと同じ厚さの角切りにする。
⑥キウイフルーツは同じ厚さのい
ちょう切りにする。
⑦●４ ●５ ●６ と団子を器に入れ、シロッ
プを加え冷蔵庫で冷やす。

お子さんにも大人気のデザートです。

かぼちゃ白玉入り　　

フルーツポンチ
�材料（６人分）
白玉粉 ………………………………９０ｇ
かぼちゃ  …………………………１２０ｇ
すいか  ……………………………１００ｇ
キウイフルーツ  …………………１００ｇ
パイン  ……………………………１００ｇ
白桃  ………………………………１００ｇ

⑭

（レシピ提供：食生活改善推進協議会）
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とうみ

　

今
年
の
入
学
式
は
中
学
校
で
４
月
の

４
日
、
小
学
校
で
は
５
日
で
し
た
。
小

中
学
校
で
一
年
生
に
な
っ
た
と
感
じ
る

こ
と
の
最
初
は
、
真
新
し
い
イ
ン
ク
の

臭
い
が
す
る
教
科
書
を
開
く
時
だ
と
思

い
ま
す
。

　

教
科
書
は
、
国
の
費
用
で
無
料
で
子

ど
も
た
ち
に
配
ら
れ
ま
す
。
で
も
、
私

た
ち　

代
で
は
、
小
中
学
校
の
時
教
科

６０

書
は
有
料
で
し
た
。
新
学
期
は
買
う
物

が
多
い
の
が
普
通
で
す
。
兄
弟
の
多
い

家
で
は
全
員
が
新
し
い
教
科
書
を
手
に

で
き
ず
、
お
下
が
り
を
使
う
の
が
当
然

で
し
た
。
多
く
の
子
が
教
科
書
に
カ

バ
ー
を
か
け
て
、
書
き
込
み
も
せ
ず
、

再
使
用
に
備
え
て
と
て
も
大
事
に
し
て

い
ま
し
た
。

　

戦
前
か
ら
教
科
書
・
教
育
費
の
無
料

化
の
運
動
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
戦

後
も
各
地
で
運
動
が
続
い
て
い
ま
し
た
。

　

特
に
、
画
期
的
だ
っ
た
こ
と
は
昭
和

　

年
高
知
市
長
浜
の
被
差
別
部
落
を
中

３６心
と
し
た
父
母
が
、
憲
法
第　

条
（
義

２６

務
教
育
は
こ
れ
を
無
償
に
す
る
）
と
い

う
精
神
に
た
ち
国
民
の
権
利
獲
得
を
目

指
し
て
「
教
科
書
を
た
だ
に
す
る
会
」

を
発
足
さ
せ
運
動
し
た
こ
と
で
す
。

　

当
時
は
、
高
度
経
済
成
長
が
始
ま
っ

た
頃
で
し
た
が
、
強
い
差
別
も
あ
り
、

半
農
半
漁
の
地
区
の
仕
事
や
収
入
は
不

安
定
で
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
教
科
書

が
買
え
な
い
た
め
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
、
給

食
費
が
払
え
な
い
た
め
に
学
校
を
休
む

こ
と
も
多
か
っ
た
の
で
す
。
教
育
に
対

す
る
思
い
は
い
つ
の
時
代
も
同
じ
で
す
。

せ
め
て
教
科
書
だ
け
で
も
た
だ
に
し
て

も
ら
お
う
と
部
落
解
放
の
た
め
の
学
習

会
の
中
で
父
母
た
ち
は
、
結
集
し
ま
し

た
。
や
が
て
長
浜
の
運
動
は
全
国
に
伝

え
ら
れ
、
部
落
の
要
求
闘
争
が
全
国
民

化
し
た
具
体
例
と
な
り
、
国
民
的
利
益

と
し
て
続
い
て
い
ま
す
。

　

昭
和　

年
に
「
義
務
教
育
諸
学
校
の

３８

教
科
用
図
書
の
無
償
措
置
に
関
す
る
法

律
（
教
科
書
無
償
化
法
）」
が
全
国
会
議

員
の
賛
成
に
よ
り
成
立
し
、
昭
和　

年
３９

か
ら
順
次
小
中
学
校
全
学
年
で
無
料
化

さ
れ
た
の
で
す
。
こ
う
し
た
措
置
に
よ

り
、
新
学
期
に
ど
の
子
も
真
新
し
い
教

科
書
を
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
、
子
ど

も
な
り
に
格
差
を
感
じ
る
こ
と
も
な
く

学
習
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
す
。

　

こ
う
し
た
教
科
書
の
無
料
配
布
が
実

現
し
た
の
は
部
落
解
放
運
動
が
獲
得
し

た
成
果
な
の
で
す
。

　

祢
津
保
育
園
は
、
地
域
の
方
々
と
の
交

流
が
多
い
園
で
す
。
園
周
辺
に
は
共
同
作

業
所
を
は
じ
め
、
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
東
部
、

メ
ロ
デ
ィ
東
部
、
ち
い
さ
が
た
の
家
な
ど

が
あ
り
、
随
時
交
流
を
し
て
い
ま
す
。
年

長
児
は
月
１
回
ち
い
さ
が
た
の
家
へ
行
き

ま
す
。
そ
の
他
の
園
児
た
ち
は
７
月
の
七

夕
飾
り
を
一
緒
に
作
っ
て
飾
り
、
歌
を
歌

い
、
会
食
を
し
て
楽
し
い
交
流
を
し
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
園
の
夏
祭
り
に
は
ち
い

さ
が
た
の
家
の
皆
さ
ん
を
招
待
し
、
交
流

の
時
と
は
違
っ
た
園
児
た
ち
の
姿
を
見
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。
２
月
の
豆
ま
き
交
流

で
は
園
児
手
作
り
の
鬼
の
お
面
と
升
を

持
っ
て
共
同
作
業
所
へ
行
き
１
年
の
厄
払

い
を
し
、
３
月
の
ひ
な
祭
り
交
流
会
で
は

共
同
作
業
所
の
皆
さ
ん
に
園
に
お
越
し
い

た
だ
き
一
緒
に
体
を
動
か
し
た
り
、
作
業

所
の
皆
さ
ん
の
発
表
を
見
た
り
、
会
食
を

し
て
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

　

昨
年
の
大
日
堂
縁
日
で
は
、
東
町
の
方

々
と
お
餅
つ
き
や
相
撲
大
会
に
参
加
し
て

楽
し
ん
だ
子
供
た
ち
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
１
年
を
通
し
て
地
域
の
皆

さ
ん
と
心
を
通
わ
せ
、
温
か
い
園
づ
く
り

に
励
ん
で
い
ま
す
。
自
然
に
囲
ま
れ
た
祢

津
保
育
園
へ
ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

▲みんなで大日堂に行きました

▲メロディ東部の皆さんとの交流
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中
学
生
に
な
っ
て

　
　
　

北
御
牧
中
学
校
一
年

　
 
村  
瀬 　
 
舞 
奈
   
　

む
ら 

せ 

ま
い 

な

　

私
は
、
中
学
校
で
も
色
々
な
事

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
で
す
。
目

標
を
も
っ
て
が
ん
ば
り
た
い
で
す
。

中
学
校
で
の
目
標
は
、
勉
強
も
部

活
も
あ
き
ら
め
な
い
で
や
る
こ
と

 
一
年
生
と
の
遊
び

　

田
中
小
学
校
六
年
生
は
、
毎
年
、

一
年
生
と
姉
妹
学
級
に
な
っ
て
、

交
流
を
し
て
い
ま
す
。
今
回
は

い
っ
し
ょ
に
遊
び
ま
し
た
。

　
　
　
　

田
中
小
学
校
六
年

　
 
宮  
下 　
 
桃 
佳
   
　

み
や 
し
た 

も
も 

か

　

い
ろ
い
ろ
な
遊
具
で
遊
ん
で
い

る
と
き
に
、
一
年
生
は
す
ご
く
ニ

コ
ニ
コ
し
て
い
て
良
か
っ
た
な
あ
。

そ
れ
に
一
人
で
い
る
一
年
生
と
も

い
っ
し
ょ
に
遊
べ
て
良
か
っ
た
で

す
。
一
年
生
の
子
は
、
う
ん
て
い

が
上
手
で
、
ほ
め
て
あ
げ
る
と
喜

ん
で
い
ま
し
た
。
先
生
が
「
終
わ

り
ー
。」
と
い
う
と
「
え
っ
、
も
う

終
わ
り
？
」
と
い
っ
て
い
ま
し
た
。

た
の
し
か
っ
た
ん
だ
な
あ
。

　
　
　
　

田
中
小
学
校
六
年

　
 
依  
田  
沙  
矢 
香
   
　

よ 

だ 

さ 

や 

か

　

移
動
す
る
と
き
は
手
を
つ
な
ぎ

ま
し
た
。
ゆ
い
か
ち
ゃ
ん
の
小
さ

な
手
は
と
っ
て
も
温
か
か
っ
た
で

す
。
最
初
ブ
ラ
ン
コ
に
乗
り
ま
し

た
。
そ
の
後
、
す
べ
り
台
を
し
て
、

長
ブ
ラ
ン
コ
で
遊
び
ま
し
た
。
私

で
す
。
勉
強
は
、
し
っ
か
り
先
生

の
話
を
聞
い
て
、
ノ
ー
ト
も
し
っ

か
り
と
っ
て
が
ん
ば
り
た
い
で
す
。

部
活
で
も
、
わ
か
ら
な
い
事
が

あ
っ
た
ら
、
先
ぱ
い
方
に
し
っ
か

り
聞
い
て
楽
し
ん
で
や
り
た
い
で

す
。

　

そ
れ
か
ら
、
得
意
な
教
科
も
苦

手
な
教
科
も
積
極
的
に
が
ん
ば
り

た
い
で
す
。
予
習
、
復
習
を
大
切

に
し
た
い
で
す
。

　

生
活
面
で
は
、
あ
い
さ
つ
を
意

識
し
た
い
で
す
。

　

係
と
生
徒
会
も
積
極
的
に
や
り

た
い
で
す
。
係
は
副
議
長
な
の
で

議
長
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
い
で
す
。

は
す
わ
れ
る
と
こ
ろ
に
い
っ
ぱ
い

一
年
生
を
の
せ
て
、
こ
い
で
あ
げ

ま
し
た
。
ゆ
い
か
ち
ゃ
ん
は
友
達

と
仲
良
く
お
し
ゃ
べ
り
し
て
、
と

て
も
う
れ
し
そ
う
で
し
た
。
そ
れ

に
つ
ら
れ
て
、
私
も
な
ん
だ
か
う

れ
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
私
は

な
ん
だ
か
、
大
切
な
も
の
を
ゆ
い

か
ち
ゃ

ん
か
ら

も
ら
っ

た
よ
う

な
気
が

し
ま
し

た
。

生
徒
会
は
、
学
芸
委
員
な
の
で
、

自
分
の
仕
事
を
忘
れ
ず
に
や
り
た

い
で
す
。
責
任
を
も
っ
て
や
り
た

い
で
す
。

　

最
後
に
、
こ
の
学
校
の
中
で
一

番
好
き
な
場
所
は
、
図
書
室
で
す
。

す
ご
く
落
ち
着
く
し
、
た
く
さ
ん

の
交
流
が
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。

先
ぱ
い
方
と
の
交
流
、
本
と
の
交

流
、
先
生
と
の
交
流
が
あ
る
と
思

い
ま
し
た
。
図
書
室
の
先
生
は
、

た
く
さ
ん
話
し
か
け
て
く
れ
て
、

と
て
も
楽
し
い
感
じ
の
先
生
で
す
。

た
く
さ
ん
の
本
を
読
み
た
い
で
す
。

一
つ
一
つ
の
事
を
意
識
し
た
い
で

す
。

　

４
月
３
日
市
内
各
保
育
園
で
、

４
日
に
は
く
る
み
幼
稚
園
で
入
園

式
が
行
わ
れ
、
約
２
７
０
名
が
入

園
し
ま
し
た
。
ま
た
４
月
４
日
に

は
各
中
学
校
で
、
４
月
５
日
に
は

各
小
学
校
で
入
学
式
が
行
わ
れ
、

中
学
生
３
２
７
名
、
小
学
生
２
９

４
名
が
入
学
し
ま
し
た
。

　

和
保
育
園
で
は
、
新
入
園
児
が

お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
と
一
緒
に
元

気
に
登
園
し
、
お
母
さ
ん
と
手
を

つ
な
い
で
式
場
に
入
る
と
大
き
な

声
で
自
分
の
名
前
を
言
っ
て
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、
滋
野
小
学
校
で
は
、
真

新
し
い
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負
っ
た

新
一
年
生
が
六
年
生
の
お
兄
さ
ん

お
姉
さ
ん
に
玄
関
で
胸
に
リ
ボ
ン

を
付
け
て
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。

　

東
部
中
学
校
で
は
、
少
し
緊
張

し
た
表
情
の
新
一
年
生
が
二
・
三

年
生
の
先
輩
に
迎
え
ら
れ
て
入
学

式
に
臨
ん
で
い
ま
し
た
。

  
ご
入
園
ご
入
学

　
　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

▲しっかり名前が言えました
　（和保育園） ▲期待に胸をふくらませた新入生（東部中学校） ▲やさしい６年生に迎えられて（滋野小学校）

（２００７年５月）
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４
月
８
日
、
文
化
会
館
サ
ン
テ

ラ
ス
ホ
ー
ル
で
東
御
市
消
防
団
任

命
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

駐
車
場
に
集
合
後
、
役
職
ご
と

に
分
か
れ
規
律
訓
練
を
行
い
、
真

新
し
い
法
被
を
着
た
新
入
団
員
の

皆
さ
ん
も
消
防
団
幹
部
や
東
御
消

防
署
の
職
員
に
指
導
を
受
け
、
慣

れ
な
い
手
つ
き
で
敬
礼
や
気
を
つ

け
な
ど
動
作
の
訓
練
を
し
て
い
ま

し
た
。

　

今
年
度
は
部
長
、
副
部
長
な
ど

２
１
４
名
が
新
た
に
任
命
を
受
け
、

楢
原
団
長
か
ら
代
表
者
に
任
命
書

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
う
ち

新
入
団
員
を
代
表
し
て
東
上
田
部

  
地
域
の
安
心
安
全
を
守
る

　
　

東
御
市
消
防
団
任
命
式

団　　　　長　楢原龍太郎

副　 団 　長　掛川　久善

副　 団 　長　荻原　伸幸

第一分団長　井出　史亮

第二分団長　滝沢　博明

第三分団長　山越　孝彦

第四分団長　星野　政和

第五分団長　小山　孝幸

第六分団長　小宮山恒夫

第一副分団長　堀口　　剛

第二副分団長　小林　裕明

第三副分団長　塚田　　聡

第四副分団長　小松　史岳

平成19年度　役員・幹部の紹介（敬称略）
第五副分団長　　　柳澤　祐一

第六副分団長　　　井出　広美

ラ ッ パ 長　小宮山直樹

音 楽 隊 長　丸山　裕雄

副 ラ ッ パ 長　山辺　　稔

副 音 楽 隊 長　山浦　輝幸

第一分団ラッパ長　小山　高志

第二分団ラッパ長　荻原　高志

第三分団ラッパ長　楢原　利通

第四分団ラッパ長　深井　洋幸

第五分団ラッパ長　依田　博史

第六分団ラッパ長　渡辺　浩之

の
塚
田
俊
一
さ
ん
が
任
命
書
を
受

け
取
っ
た
後
、「
良
心
に
従
っ
て
、

忠
実
に
消
防
団
活
動
を
行
い
ま

す
」
と
宣
誓
を
し
、
消
防
団
員
と

し
て
の
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し

ま
し
た
。
出
席
を
し
た
団
員
は

「
地
域
の
安
心
安
全
は
自
分
た
ち

が
守
る
」
と
い
う
決
意
を
新
た
に

し
て
い
ま
し
た
。

 
健
康
づ
く
り
を
支
え
ま
す

　

保
健
補
導
員
会

　
　
　
　
　
  
委
嘱
式

　

４
月
６
日
、
文
化
会
館
サ
ン
テ

ラ
ス
ホ
ー
ル
で
保
健
補
導
員
会
委

嘱
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。　

保
健

補
導
員
は
自
ら
健
康
に
関
心
を
持

ち
、
地
域
の
健
康
づ
く
り
の
相
談

役
と
し
て
精
力
的
に
活
動
を
し
て

い
ま
す
。

　

今
年
度
は
約
４
０
０
名
が
新
た

に
保
健
補
導
員
と
し
て
委
嘱
さ
れ
、

式
で
は
各
地
区
の
代
表
者
に
対
し
、

市
長
か
ら
委
嘱
状
が
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。
委
嘱
式
終
了
後
各
地
区
ご

と
に
分
か
れ
、
保
健
補
導
員
の
役

割
り
や
各
種
検
診
の
取
り
ま
と
め

に
つ
い
て
担
当
地
区
の
保
健
師
か

ら
説
明
を
受
け
、
今
年
度
の
活
動

内
容
に
つ
い
て
確
認
を
し
て
い
ま

し
た
。

（２００７年５月）

▲新入団員の規律訓練

▲団長が新部長などに任命書を渡す

市
民
の
意
見
を
市
政
へ

　

東
御
市
ま
ち
づ
く
り

　
　
　
　
　
  
懇
談
会
開
催

　

４
月　

日
、
滋
野
公
民
館
に
お

１７

い
て
「
東
御
市
ま
ち
づ
く
り
懇
談

会
」（
滋
野
地
区
）
が
行
わ
れ
、
区

三
役
や
各
団
体
の
役
員
な
ど
約　
６０

名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

懇
談
会
で
は
最
初
に
市
長
が
今

年
度
の
重
点
施
策
に
つ
い
て
説
明

を
行
い
、
続
い
て
各
区
か
ら
事
前

に
質
問
が
あ
っ
た
事
項
に
つ
い
て

市
側
か
ら
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
自
由
な
意
見
交
換
と
な
り
、

道
路
や
交
通
対
策
、
子
育
て
支
援
、

地
域
福
祉
な
ど
に
つ
い
て
多
く
の

質
問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
は
４

月　

日
ま
で
市
内
５
地
区
で
行
わ

２７
れ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
か
ら
頂
い
た

意
見
は
、
今
後
の
市
政
に
役
立
て

ら
れ
ま
す
。
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「
東
御
市
青
少
年
健
全
育
成
条
例
原

案
」
が
３
月　

日
、
東
御
市
青
少
年
健

29

全
育
成
条
例
策
定
懇
話
会
正
副
会
長
か

ら
市
長
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
条
例
原
案
は
、
平
成　

年　

月

18

12

か
ら
平
成　

年
３
月
ま
で
の
間
、
７
回

19

の
会
議
と　

回
に
わ

10

た
る
市
民
と
の
懇
談

会
を
重
ね
、
長
年
の

地
域
課
題
の
解
決
と

市
民
の
青
少
年
健
全

育
成
へ
の
願
い
の
具

現
化
に
向
け
て
作
成

さ
れ
た
も
の
で
、今

後
、関
係
機
関
と
の

調
整
を
経
て
、
６
月

議
会
に
上
程
さ
れ
る

予
定
で
す
。

（２００７年５月）

■懇話会の審議経過
 １２月１９日　第１回（骨子イメージ審議）
１月１２日　第２回（骨子イメージ作成）
２月７日　第３回（アンケート集約）
３月６日　第４回（アンケート集約）
３月１３日　第５回（原案作成）
３月２２日　第６回（原案作成）
３月２８日　第７回（最終調整）
３月２９日　条例原案を提出

■関係団体・各地区懇談会
（原々案イメージについて）１０回

１月２５日　育成会・少年友の会・ボラ連・
女団連対象

１月３０日　学校関係者・ＰＴＡ・保護者
会対象

２月２日　民生児童委員会・更生保護女
性会・保護司会対象

２月５日　育成団体・市民団体対象
２月６日　図書類販売営業者・事業者・
　　　　　店舗対象
２月１５日　北御牧地区懇談会
２月１９日　和地区懇談会
２月２１日　滋野地区懇談会
２月２６日　祢津地区懇談会
２月２８日　田中地区懇談会

　

本
来
、
条
例
や
規
則
な
ど
は
無
い
ほ
う
が
良
い
も
の
で
す
。

市
民
の
良
識
と
地
域
や
家
庭
の
自
浄
能
力
に
よ
っ
て
社
会
が

維
持
さ
れ
、
そ
こ
に
健
や
か
な
成
長
を
願
う
す
べ
て
の
市
民

と
青
少
年
の
生
活
や
活
動
の
場
が
で
き
て
い
る
、
そ
れ
が
理

想
で
す
。

　

か
つ
て
先
人
は
、
清
濁
飲
み
合
わ
せ
て
こ
そ
成
長
し
て
大

人
に
な
る
も
の
だ
と
言
い
ま
し
た
が
、
今
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

氾
濫
す
る
情
報
を
飲
み
切
れ
な
い
ば
か
り
か
、
清
か
濁
か
消

化
で
き
な
い
ま
ま
、
非
行
や
犯
罪
へ
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て
し

ま
う
例
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

条
例
を
つ
く
れ
ば
地
域
や
子
ど
も
た
ち
が
良
く
な
る
と
い

う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
子
ど
も
た
ち
の
周
囲
の
環
境
を

整
え
る
責
任
は
、
我
々
大
人
で
あ
る
市
民
や
地
域
に
あ
る
は

ず
で
す
。
庭
先
に
落
ち
て
い
る
小
石
や
危
な
い
も
の
を
片
付

け
て
子
ど
も
た
ち
が
安
全
に
遊
べ
る
場
所
を
造
る
、
ど
こ
の

家
庭
で
も
な
さ
れ
て
い
る
普
段
の
気
配
り
や
思
い
や
り
を
、

子
ど
も
た
ち
が
自
分
の
力
で
片
付
け
が
で
き
る
そ
の
時
ま
で
、

親
や
周
り
の
人
た
ち
が
、
育
成
者
と
し
て
手
を
貸
し
て
あ
げ

た
い
も
の
で
す
。

　

そ
の
子
ど
も
た
ち
が
、
こ
の
地
域
を
担
う
時
代
に
は
、
彼

ら
の
大
き
な
手
を
借
り
ま
し
ょ
う
。「
東
御
市
は
素
晴
ら
し

い
」
と
彼
ら
に
言
っ
て
も
ら
え
た
ら
、
そ
の
時
が
、
こ
の
条

例
の
「 
活 
き
た
証
」
に
な
り
ま
す
。

い

　

最
後
に
、
条
例
案
策
定
に
当
た
り
、
ご
提
言
、
ご
指
導
を

い
た
だ
い
た
大
勢
の
市
民
の
皆
様
に
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。

条条条条条条条条条条
例例例例例例例例例例
原原原原原原原原原原
案案案案案案案案案案
をををををををををを
提提提提提提提提提提
出出出出出出出出出出

 
条
例
原
案
を
提
出

「青少年育成にかける
  市民の想い」

東御市青少年健全育成条例
策定懇話会　　　　　　　

会　長　荻原慎一郎

条例原案が市長に手渡されました

条
例
策
定

懇
話
会



 
東
御
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
策
定
し
ま
す

  
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

　
　
　
　
 
プ
ラ
ン
と
は
？

  
策
定
の
進
め
方

　

市
で
は
現
在
、
東
部
地
区
の
み
が
都
市

計
画
区
域
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今

後
、
全
市
を
一
体
の
都
市
と
し
て
計
画
的

か
つ
適
正
な
土
地
利
用
へ
の
誘
導
や
、
良

好
な
自
然
環
境
の
保
全
を
図
る
こ
と
に
よ

り
、
良
好
な
生
活
環
境
・
生
産
環
境
を
確

保
す
る
た
め
に
、
平
成　

年
９
月
頃
を
め

２０

ど
に
北
御
牧
地
区
全
域
を
都
市
計
画
区
域

に
指
定
し
、
統
一
が
取
れ
た
、
秩
序
あ
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

そ
れ
に
伴
い
、
本
年
度
か
ら
都
市
計
画

区
域
内
の
市
の
目
指
す
姿
や
都
市
づ
く
り

の
方
針
な
ど
を
示
す
「
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

の
概
要
と
今
後
の
策
定
の
進
め
方
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ち
ま
す
。
全
体
構
想
で
は
市
全
体
の
課
題

や
目
標
を
、
地
域
別
構
想
で
は
、
市
内
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
ご
と
の
課
題
や
目
標
、
将

来
像
を
描
き
ま
す
。
ま
た
、
実
現
化
方
策

で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
や
目
標
な
ど
を

実
現
さ
せ
る
た
め
の
方
針
を
示
す
こ
と
と

な
り
ま
す
。

　

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
、
都
市

計
画
法
で
策
定
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る

法
定
計
画
で
す
。
し
か
し
、
現
在
の
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
は
東
部
地
区
の
み
の
計
画
で

あ
り
、
今
回
は
北
御
牧
地
区
も
含
め
、
改

め
て
市
全
体
の
計
画
を
見
直
す
こ
と
と
し

ま
す
。

　

ま
た
、
市
が
実
際
に
定
め
る
都
市
計
画

（
都
市
計
画
道
路
な
ど
の
都
市
施
設
や
、

用
途
地
域
な
ど
の
土
地
利
用
制
限
な
ど
）

は
こ
の
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
沿

っ
て
定
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
住
民
に
身
近
な
地
域
レ
ベ
ル

の
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
内
容
（
地
域
別

構
想
）
等
を
定
め
、
公
表
す
る
こ
と
に
よ

り
、
住
民
の
皆
さ
ん
が
市
の
将
来
像
を
共

有
で
き
る
役
割
り
も
持
っ
て
い
ま
す
。

　

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
は
、
お

お
む
ね　

年
後
の
市
の
目
指
す
姿
や
都
市

２０

づ
く
り
の
方
針
な
ど
を
示
す
、
ま
ち
づ
く

り
の
思
い
を
ま
と
め
、
形
に
し
た
ま
ち
の

将
来
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

　

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
内
容
の
構
成
は
下

図
の
よ
う
に
全
体
構
想
と
地
域
別
構
想
、

そ
れ
ら
構
想
の
実
現
化
方
策
と
で
成
り
立

　

策
定
に
あ
た
っ
て
は
住
民
の
皆
さ
ん
の

意
見
を
十
分
反
映
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お

り
、
地
区
別
懇
談
会
や
住
民
代
表
の
皆
さ

ん
で
組
織
さ
れ
る
策
定
委
員
会
な
ど
を
開

催
し
な
が
ら
、
ご
意
見
を
お
伺
い
す
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。
地
区
別
懇
談
会
に
つ
い

て
は
6
月
頃
に
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す

が
、
日
程
等
に
つ
い
て
は
今
後
、
広
報
紙

な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
大
勢
の

皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

 
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

 
ン
を
策
定
す
る
理
由
は
？

●
問
い
合
わ
せ
先　

建
設
課　

都
市
計
画
係　

�　

－

５
８
８
２

６４

（２００７年５月）13
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◆
新
着
本
案
内
◆

◆
一
般
書

�
戦
国
の
鳳（
お
お
と
り
）お
市
の
方

　
　
　
　
　

…
…
…
鈴
木
輝
一
郎
・
著

�
み
ず
う
み
…
い
し
い　

し
ん
じ
・
著

�
騙
し
絵
の
館
…
…
倉
阪
鬼
一
郎
・
著

�
八
日
目
の
蝉
…
…
角
田　

光
代
・
著

�
西
遊
記　

上
…
…
平
岩　

弓
枝
・
著

◆
児
童
書

�
は
み
が
き
ク
イ
ー
ン

　
　
　
　
　
　

…
…
令
丈
ヒ
ロ
子
・
作

�
い
ち
ば
ん
た
い
せ
つ
な
も
の

　
　
　
　
　
　

…
…
八
百
板
洋
子
・
編

�
と
し
ょ
か
ん
ラ
イ
オ
ン

　
　
　

…
…
ケ
ビ
ン
・
ホ
ー
ク
ス
・
絵

�
ス
プ
ー
ン
さ
ん
と
フ
ォ
ー
ク
ち
ゃ
ん

　
　
　
　

…
…
…
…
西
巻　

か
な
・
絵

�
つ
る
ば
ら
村
の
理
容
師
さ
ん

　
　
　
　

…
…
…
…
茂
市
久
美
子
・
作

インターネットで図書館の本が検索できます。　http://www.echol.gr.jp

５
月
の
テ
ー
マ
ブ
ッ
ク

【
元
気
の
出
る
本

　

〜
か
ら
だ
・
健
康
〜
】

　

5
月
5
日
は
�
こ
ど
も
の
日
�

元
気
な
子
ど
も
で
あ
る
よ
う
に
。

そ
ん
な
願
い
を
込
め
て
、
健
康
に

関
す
る
本
を
選
ん
で
み
ま
し
た
。

プ
チ
う
つ
気
分
と
の

　
　
　
　

つ
き
あ
い
方

傳
田
健
三
・
か
な
し
ろ
に
ゃ
ん
こ：

著

講　

談　

社：

発

い
の
ち
の
ま
つ
り 

草
場
一
壽：

作

平
安
座
資
尚：

絵

サ
ン
マ
ー
ク
出
版：

発

  
図
書
館
発

 　

オ
ス
ス
メ
の
一
冊

 
図
書
館
だ
よ
り

和
こ
ど
も
文
庫
に
よ
る

　

５
月
の
お
は
な
し
こ
ど
も
会

�
日
時　

５
月　

日 （
土
）

１９

　
　
　
　

午
前　

時　

分
か
ら

１０

３０

�
場
所　

市
立
図
書
館
2
階
読
書
会
室

�
内
容　

テ
ー
マ　

　
　
　
　
　
　

「
み
ん
な
元
気
？
と
も

　
　
　
　
　
　
 
だ
ち
で
き
た
か
な
？
」

　
　
　
　

読
み「
が
ち
ょ
う
と
き
つ
ね
」

　
　
　
　
　
　

「
け
ん
か
の
き
も
ち
」

　
　
　
　
　
　

「
き
ょ
う
は
み
ん
な
で

　
　
　
　
　
　
 

ク
マ
が
り
だ
」

　
　
　
　

そ
の
他

　
　
　
　

工
作
「
折
り
紙
」

　
　
　
　
　

〜
清
水
さ
と
み
先
生
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
迎
え
し
て
〜

５
月　

日 （
金
） は
、
お
は
な
し
会
が
あ

１１

り
ま
す

�
場
所　

こ
ど
も
フ
ロ
ア
ー

�
時
間　

午
前　

時　

分
か
ら

１０

３０

�
対
象　

就
園
前
の
子
ど
も

   
館
内
の
利
用
に
つ
い
て

　

今
ま
で
は
館
内
で
飲
み
物
を
飲
ん
で
い

た
だ
い
て
も
構
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
４

月
か
ら
飲
食
共
に
禁
止
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
こ
れ
は
、
本
や
資
料
に
汚
れ
が

つ
い
た
り
、
飲
み
終
わ
っ
た
あ
と
の
ジ
ュ

ー
ス
の
紙
パ
ッ
ク
な
ど
ゴ
ミ
の
放
置
が
あ

り
、
や
む
を
得
ず
実
施
さ
せ
て
い
た
だ
く

も
の
で
す
。
図
書
館
を
利
用
さ
れ
る
方
が

気
持
ち
よ
く
利
用
で
き
る
よ
う
皆
さ
ん
の

ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
最
近
資
料
の
汚
損
・
破
損
が
目

立
っ
て
き
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
貴
重
な

税
金
か
ら
購
入
さ
せ
て
頂
い
て
い
る
も
の

で
す
の
で
、
大
切
に
取
り
扱
っ
て
欲
し
い

も
の
で
す
。

◆
行

事

予

定
◆

�
小
学
五
年
生
…
…
…
…
…
重
松　
　

清
・
著

　

「
お
父
さ
ん
！
お
父
さ
ん
！
お
父
さ
ー
ん
！
」

叫
び
な
が
ら
駆
け
出
し
た
。
で
も
、
お
父
さ
ん

は
も
う
死
ん
だ
。
心
に
寂
し
さ
を
抱
え
な
が
ら

も
健
気
に
生
き
る
少
年
た
ち
。
意
外
と
大
人
で
、

や
っ
ぱ
り
子
ど
も
。
人
生
で
大
事
な
も
の
は
、

み
ん
な
こ
の
時
期

に
あ
っ
た
…
。
笑

顔
と
涙
の
少
年
物

語
、
全　

編
。

１７

�
桜
川
ピ
ク
ニ
ッ
ク
…
…
…
川
端　

裕
人
・
著

　

日
々
の
育
児
に
葛
藤
を
抱
え
て
い
て
も
、
子

ど
も
た
ち
の
あ
た
た
か
な
体
温
や
柔
ら
か
な
感

性
が
カ
ラ
カ
ラ
の
心
を
み
た
し
て
い
く
…
。

パ
ー
ト
ナ
ー
が
多
忙
な
場
合
、
余
裕
の
あ
る
方

が
育
児
を
す
る
の

は
合
理
的
。
で
も

世
間
で
は
男
性
の

育
児
は
少
数
派
で

…
。
父
親
の
視
点

か
ら
育
児
の
今
を

描
く
育
児
小
説
。
全
6
編
。

�
パ
パ
だ
い
す
き

　
　
　

…
…
セ
バ
ス
チ
ャ
ン
・
ブ
ラ
ウ
ン
・
絵

　

パ
パ
は
い
つ
も
、
あ
そ
ん
で
く
れ
る
。
ぎ
ゅ

う
っ
て
、
だ
っ
こ
し
て
く
れ
る
…
。
パ
パ
が
い

れ
ば
あ
ん
し
ん
！
ぱ
ぱ
ぐ
ま
と
子
ぐ
ま
の
す
が

た
を
や
さ
し
さ
あ

ふ
れ
る
絵
で
描
い

た
、
心
が
あ
た
た

か
く
な
る
絵
本
。

ひ
ざ
の
上
で
読
ん

で
あ
げ
て
く
だ
さ

い
。

▲図書館入口に放置されたゴミ
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三
度
低
い
。
小
諸
市
よ
り
も
一

度
な
い
し
二
度
低
い
。
実
態
と

は
だ
い
ぶ
違
う
ん
じ
ゃ
な
い
の
。

こ
れ
が
先
頃
ま
で
の
市
民
の
感

覚
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
は
訳
が
あ
り
ま
し
た
。

一
般
的
に
は
市
役
所
近
辺
の
気

象
情
報
が
流
さ
れ
て
い
る
の
に
、

当
市
の
気
象
観
測
点
は
標
高
約

九
百
五
十
メ
ー
ト
ル
の
地
点
に

設
置
さ
れ
て
い
る
の
で
す
か
ら
。

市
役
所
と
の
標
高
差
約
四
百
メ

ー
ト
ル
、
実
感
と
異
な
る
は
ず

で
す
。

　

多
く
の
市
民
の
指
摘
を
受
け

実
態
に
あ
っ
た
情
報
を
と
い
う

こ
と
で
各
方
面
に
働
き
か
け
て

き
ま
し
た
。
よ
う
や
く
Ｎ
Ｈ
Ｋ

な
ど
の
報
道
機
関
で
は
四
月
か

ら
実
態
に
あ
っ
た
気
象
情
報
を

流
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

三
年
か
け
て
よ
う
や
く
一
つ

の
課
題
が
解
決
し
ま
し
た
。

　

「
東
御
市
っ
て
冷
た
い
な
あ
。

わ
し
ら
立
科
町
よ
り
望
月
町
よ

り
暖
か
い
の
を
誇
り
に
思
っ
て

い
た
の
に
。」
あ
る
会
議
の
こ

の
発
言
に
一
瞬
ひ
や
り
。
確
か

に
平
成
十
八
年
度
は
改
革
初
年

度
と
い
う
こ
と
で
、
思
い
切
っ

た
改
革
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

そ
の
中
で
市
民
の
皆
さ
ん
に
そ

ん
な
に
冷
た
い
行
政
を
し
た
の

か
な
あ
。
こ
ん
な
思
い
に
か
ら

れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後

で
「
東
御
市
は
軽
井
沢
町
と
同

じ
く
ら
い
の
温
度
だ
。」
こ
れ

を
聞
い
て
今
度
は
ほ
っ
と
安
心
。

気
象
情
報
の
こ
と
で
し
た
。

　

視
聴
率
が
高
い
と
思
わ
れ
る

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
気
象
情
報
を
見
て
い

る
と
上
田
市
よ
り
二
度
な
い
し

№33

　

平
成　

年
度
に
お
け
る
野
生
鳥

１８

獣
に
よ
る
農
林
水
産
物
へ
の
被
害

は
、
農
作
物
被
害
だ
け
で
被
害
額

に
し
て
約
６
６
７
万
円
に
上
り
、

カ
ワ
ウ
な
ど
に
よ
る
漁
業
被
害
を

加
え
る
と
年
間
1
千
万
円
を
超
え

る
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
被
害
及
び
人
身
事
故
を
防

ぐ
た
め
、
昨
年
度
も
東
御
市
猟
友

会
の
協
力
に
よ
り
野
生
鳥
獣
の
捕

獲
を
実
施
し
ま
し
た
。

◆
生
息
環
境
の
変
化

　

野
生
鳥
獣
を
保
護
し
な
が
ら
共

存
し
て
い
く
こ
と
が
一
番
大
事
な

こ
と
で
す
が
、
次
の
理
由
に
よ
り

増
え
過
ぎ
た
野
生
鳥
獣
を
、
関
係

法
令
に
従
い
適
正
な
生
息
数
に
調

整
（
個
体
数
調
整
）
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

１
、
温
暖
化
に
よ
る
生
息
環
境
の

向
上

２
、
農
作
物
等
に
被
害
を
も
た
ら

す
野
生
鳥
獣
の
天
敵
と
な
る
鳥

獣
が
絶
滅
ま
た
は
絶
滅
が
危
惧

さ
れ
る
ほ
ど
希
少
な
も
の
に
な

　

っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
。

３
、
外
来
種
の
定
住
化
に
よ
る
新

し
い
被
害
の
発
生
な
ど
。

◆
野
生
鳥
獣
と
の
共
存

　

生
息
数
の
調
整
は
、
捕
獲
さ
れ

る
鳥
獣
に
と
っ
て
も
人
間
に
と
っ

て
も
望
む
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
事
態
を
最
小
限
に
す

る
た
め
に
次
の
こ
と
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

１
、
残
飯
や
生
ゴ
ミ
な
ど
の
野
外

へ
の
廃
棄
や
摘
果
後
の
果
実
を

畑
に
残
す
こ
と
は
や
め
ま
し
ょ

う
。 （
誘
引
物
の
適
正
処
理
）

２
、
人
里
へ
近
づ
け
な
い
た
め
に
、

耕
作
し
て
い
な
い
農
地
な
ど
は
、

草
な
ど
を
刈
り
払
い
、
見
通
し

を
良
く
し
ま
し
ょ
う
。

３
、
市
の
補
助
制
度
を
活
用
し
て

鳥
獣
が
耕
作
地
内
へ
侵
入
で
き

な
い
よ
う
に
す
る
防
除
対
策
を

し
ま
し
ょ
う
。

野野野野野野野野野野
生生生生生生生生生生
鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥
獣獣獣獣獣獣獣獣獣獣
にににににににににに
よよよよよよよよよよ
るるるるるるるるるる
被被被被被被被被被被
害害害害害害害害害害
をををををををををを
防防防防防防防防防防
止止止止止止止止止止
すすすすすすすすすす
るるるるるるるるるる
たたたたたたたたたた
めめめめめめめめめめ
にににににににににに

 
野
生
鳥
獣
に
よ
る
被
害
を
防
止
す
る
た
め
に

捕 獲 数種　　　別

2ツキノワグマ

10カモシカ

13ニホンジカ

51イノシシ

13キツネ

19タヌキ

2ハクビシン

423スズメ

140ドバト

60カルガモ

79キジバト

216カラス

●
問
い
合
わ
せ
先　

農
政
課
耕
地
林
務
係　

�　

－

５
８
９
４

６４

《平成18年度  野生鳥獣捕獲数》

▲民家の近くで熊が目撃されました
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２

メタボリック相談ダイヤル  ～生活習慣病予防相談窓口～

■時間　午前８時30分～午後５時30分

■場所　ケアポートみまき内　健康保健課　電話61－6060  有線1－6060

■内容　生活習慣病予防、メタボリックシンドロームについての相談など

「健康とうみ21」ってなあに？
“健康とうみ21”を知っていますか？
これは東御市の健康づくり計画です。
基本的な考えは「一生涯における生活習慣病予防」です。

◆重点的に実施していくこと
　�子どもの頃からの良好な食習慣とからだづくりを応援します。
　�働き盛りの皆さんに健診を受けていただけるようにPRしていきます。
　�健診を受けて体の中の変化を知ることができるようにお手伝いしていきます。
　�健康づくりに取り組む皆さんを、継続的にサポートします。

①若い時から生活習慣病予防に取り組むまち
②高齢になっても健康で自立した生活が送れるまち

◆その結果
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とうみ

ケ
ア
ポ
ー
ト
み
ま
き
発 
健
康
増
進
プ
ラ
座  
水
と
健
康  
⑯

「
温
泉
利
用
と
健
康
意
識
」
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査  
④

　

身
体
教
育
医
学
研
究
所　

岡
田　

真
平　

　

温
泉
に
は「
総
合
的
生
体
調
節
作
用（
非

特
異
的
変
調
作
用
）」が
あ
る
と
言
わ
れ
ま

す
。「
総
合
的
」、「
非
特
異
的
」
と
は
、
何

か
特
別
な
病
気
に
対
し
て
と
い
う
こ
と
で

は
な
く
、
何
と
な
く
全
体
的
に
、
と
い
う

意
味
で
、「
生
体
調
節
」、「
変
調
」
と
は
、

じ
わ
じ
わ
と
身
体
全
体
の
調
子
を
整
え
る
、

と
い
う
意
味
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
一
概
に
温
泉
を
利
用
す
る

と
言
っ
て
も
、
月
に
数
回
、
と
い
う
人
も

い
れ
ば
、
ほ
ぼ
毎
日
、
と
い
う
人
も
い
ま

す
。
ど
れ
く
ら
い
利
用
す
る
と
ど
ん
な
効

果
が
得
ら
れ
る
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、

も
う
少
し
詳
し
く
調
べ
て
み
た
と
こ
ろ
、

週
に
3
回
以
上
利
用
し
て
い
る
人
は
そ
う

で
な
い
人
よ
り
も
、
よ
く
眠
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
、
と
か
、
風
邪
を
ひ
き
に
く
く

な
っ
た
、
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
「
何
と
な

く
だ
が
、
確
実
に
元
気
に
な
っ
た
」
と
い

う
実
感
を
得
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

　

つ
ま
り
、
ス
ト
レ
ス
解
消
の
効
果
は
月

に
数
回
で
も
温
泉
に
つ
か
っ
て
リ
ラ
ッ
ク

ス
す
れ
ば
実
感
で
き
ま
す
が
、
実
際
に
自

分
の
体
調
が
よ
く
な
っ
て
き
た
な
、
と
実

感
で
き
る
よ
う
に
な
る
に
は
、
あ
る
程
度

の
頻
度
（
ひ
と
ま
ず
の
目
安
と
し
て
は
、

2
日
に
1
回
程
度
と
い
う
感
じ
で
す
）
利

用
し
た
ほ
う
が
よ
い
、
と
い
う
こ
と
が
言

え
そ
う
で
す
。

　

な
ぜ
そ
の
よ
う
な
効
果
が
得
ら
れ
る
か
、

と
い
う
こ
と
は
さ
ら
な
る
研
究
が
必
要
で

す
が
、
少
な
く
と
も
、
こ
れ
だ
け
近
く
に

温
泉
が
あ
っ
て
、
利
用
で
き
る
環
境
に
あ

る
と
い
う
こ
と
は
、
都
会
に
比
べ
る
と
大

変
恵
ま
れ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。
働
き
盛

り
で
は
な
か
な
か
時
間
を
つ
く
る
の
が
難

し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
少
し
時
間
に

余
裕
が
で
き
た
年
齢
か
ら
温
泉
利
用
を
生

活
の
中
に
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、「
何
と

な
く
元
気
で
い
ら
れ
る
」
こ
と
を
支
え
て

く
れ
る
で
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

身
体
教
育
医
学
研
究
所
（
ケ
ア
ポ
ー
ト

　

み
ま
き
内
）
�　

―
６
１
４
８

６１

こ
 
こ
ん
に
ち
は

ん
に
ち
は
保
健
師
で
す

保
健
師
で
す

「
保
健
師
っ
て
何
す
る
人
？
」

 村  松 　 桂  子  保健師
むら まつ けい こ

　

風
薫
る
５
月
、
さ
わ
や
か
な
季
節
に
な

り
ま
し
た
。
思
い
切
り
深
呼
吸
を
し
て
み

た
ら
「
さ
ー
、
は
じ
め
よ
う
!
」
と
歩
き

出
し
た
く
な
る
よ
う
な
気
分
に
な
り
、
心

臓
か
ら
指
先
や
頭
の
先
ま
で
血
液
を
送
り

出
す
。「
今
日
も
元
気
か
な
�
」と
自
問
す

る
。

　

憲
法
第　

条
の
１
「
す
べ
て
国
民
は
、

２５

健
康
で
文
化
的
な
最
低
限
度
の
生
活
を
営

む
権
利
を
有
す
る
」
と
、
ま
た
、
W
H
O

（
世
界
保
健
機
構
）
で
は
、「
健
康
と
は
、

何
事
に
対
し
て
も
前
向
き
の
姿
勢
で
取
り

組
め
る
よ
う
な
、
精
神
及
び
肉
体
、
さ
ら

に
社
会
的
に
も
適
応
し
て
い
る
状
態
」
と

定
義
づ
け
し
て
い
ま
す
。
保
健
師
の
役
割

り
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ
（
生
ま
れ
る
前
〜
老
年
期
）
に
お
け
る

健
康
面
（
身
体
的
・
精
神
的
）
で
の
相
談

や
情
報
提
供
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
事
業
は
母
子
保
健
法
、
予
防
接
種
法
、

健
康
増
進
法
な
ど
の
法
律
に
基
づ
い
て
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
 
さ
て
、
皆
さ
ん
は
「
健
康
」
を
ど
の
よ

う
に
意
識
し
て
い
ま
す
か
。
健
康
の
三
原

則
「
栄
養
」・「
運
動
」・「
休
養
」
に
加
え

て
「
環
境
」
も
大
き
な
要
因
に
な
っ
て
い

ま
す
。
脳
に
は
生
体
時
計
が
あ
り
、
朝
の

光
で
目
覚
め
、
暗
く
な
る
と
眠
り
た
く
な

り
、
活
動
の
修
正
を
す
る
働
き
が
あ
り
ま

す
。

　

自
分
ら
し
く
生
き
生
き
と
生
活
す
る
た

め
に
「
健
康
」
で
い
る
こ
と
は
大
切
な
要

因
で
す
ね
。

　

な
お
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
は
7
人
、

ケ
ア
ポ
ー
ト
み
ま
き
に
は
1
人
の
保
健
師

が
い
ま
す
。
健
康
に
つ
い
て
の
相
談
が
あ

り
ま
し
た
ら
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
�　

－

８
８
８
２

６４

　

ケ
ア
ポ
ー
ト
み
ま
き
�　

－

６
０
６
０

６１

毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎月月月月月月月月月月11111111119999999999日日日日日日日日日日はははははははははは食食食食食食食食食食育育育育育育育育育育のののののののののの日日日日日日日日日日毎月19日は食育の日
　お父さん、お母さん忘れていませんか？

　食べることは生きることの基本です。

　「食育」は改まって取り組むものではなく、毎

日の食卓から自然に学び身についていくものな

のです。「何をどのように食べて育つかは、勉

強や遊び、運動をするのと同じように子供たち

の成長に関わるとても重要なことです。

家族そろって１日１回は食卓を囲みましょう。
� �������������������������������������

� �������������������������������������
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こちら119（東御消防署）

前年比合　計望月警察署管内上田警察署管内

－11（－１２）10（43）１（２）９（41）件数

－12（－９）15（59）２（３）13（56）傷者

±０（±０）０（１）０（０）０（１）死者

市内交通事故統計　３月分　　　　　　

３月３１日現在（※カッコ内は１月からの累計）

※カッコは１月からの累計

＝東御市内の３月の出動件数＝

火災　３件（６件）　救急 90件（260件）

とうみの気象記録（東御消防署調べ）

平成１８年３月平成１９年３月

19.1℃（１１日） 20.6℃（４日） 最高気温

－8.4℃（１４日） －6.6℃（７日） 最低気温

3.7℃　　　　4.3℃　　　　平均気温

67.8％　　　　64.9％　　　　平均湿度

40.0㎜　　　　37.0㎜　　　　降 水 量

 ５月の納税 （納期５月31日）

�固定資産税（１期）

�軽自動車税（全期）

�������������������������������������
�������������������������������������
�������������������������������������
�������������������������������������
�������������������������������������
国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドババババババババババババババババババババババババババババババババイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイスススススススススススススススススススススススススススススススス国民年金アドバイス

　社会保険庁の新たなサービスとして、公的年金制度に

加入している被保険者の方に、年金加入記録をお知らせ

する情報提供が始まります。

◆対象者

35歳になる方(昭和47年4月2日以降の生まれの方)で、基

礎年金番号を有する被保険者。（ただし20歳以降、共済組合
にのみ加入の方には送付されません。また、現在国外に居住して

いる方へは送付されません。）

◆お知らせの内容

・ご自身が加入された国民年金、厚生年金の加入記録

・納付の状況

◆送付時期、方法

35歳の誕生日をむかえる月の前月末に、社会保険業務セ

ンターから通知が郵送されます。

　この機会にご自分の年金加入記録を確認いただき、不

明な点がある場合は下記の問い合わせ先へご連絡くださ

い。　

軽自動車税について…
　　軽自動車を廃車したのに、市から納税通知書が送ら

　　れてきたのですが。

　　軽自動車税は、毎年４月１日（賦課期日）現在、原

　　動機付自転車・軽自動車・小型特殊及び二輪の小型

自動車を所有している人に、年税として課税されます。

そのため、４月１日までに廃車の手続きがあったものに

ついては課税されませんが、４月２日以降に廃車された

ものについては、その年の税金を納めていただくことに

なります。なお、４月２日以降に登録手続きをされた車

両については、その年は課税されません。

　　軽自動車を年度途中の６月に廃車しました。軽自動

　　車税の還付制度はありますか。

　　還付はありません。軽自動車税の賦課期日は４月１

　　日です。４月１日に所有しているとその年度の納税

義務が発生します。普通自動車税のように月割計算では

なく、軽自動車税は年単位で課税となります。廃車手続

きは早めに行っていただくようお願いします。

●問い合わせ先　税務課  住民税係  �64－5877

　　　　　　　　北御牧総合支所地域振興係　 �67－3311

東御市社会福祉協議会（３月中の受付分です）

　大石老人クラブ　様 　ぞうきん、タオル　　　　　

　岩　下　育　子　様 　手芸用品

　北御牧中学校平成１８年度３年生様
　 13,616円
　匿　　　　　名　様 9,555円

　長野県労働金庫丸子支店運営委員会様
　 介護用ベッド５台

　シナノケンシ㈱　様 録音テープ

善 意 を あ り が と う

35歳になる方へ
｢年金加入記録のお知らせ｣が届きます

Ｑ

Ａ

気象予測地点の変更について
　４月１日から、NHK長野放送局、信濃毎日新聞社で

報道している東御市の気温の予測地点が気象庁の観測

地点（標高958メートル）から東御市役所付近（標高533

メートル）に変更になりました。

Ｑ

Ａ

加入記録についての問い合わせ

  小諸社会保険事務所　�0267－22－1080

  ねんきんダイヤル　　�0570－05－1165

（受付時間　午前8：30～午後5：15）土、 日、 祝日を除く
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とうみ
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クリーンリサイクル係  �63－6814

  
有
害
ご
み
の
行
方

　

蛍
光
管
、
乾
電
池
、
体
温
計
等
の

有
害
ご
み
は
、
市
内
に
処
理
で
き
る

施
設
が
な
い
こ
と
か
ら
、
小
諸
市
に

あ
る
イ
ー
・
ス
テ
ー
ジ
株
式
会
社
で

委
託
処
理
さ
れ
て
い
ま
す
。
平
成　
１８

年
度
の
処
理
量
は
乾
電
池
７
・
７
ト

ン
、
蛍
光
管
３
・
３
ト
ン
で
し
た
。

　

３
月
末
、
こ
の
有
害
ご
み
の
処
理

施
設
を
ご
み
減
量
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

方
々
と
見
学
し
ま
し
た
。

　

有
害
な
水
銀
を
含
む
蛍
光
管
・
体

温
計
は
、
砕
い
て
ガ
ラ
ス
と
口
金
に

分
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
ガ
ラ
ス
は

洗
浄
さ
れ
ガ
ラ
ス
製
品
に
生
ま
れ
変

わ
り
、
口
金
の
金
属
部
分
は
水
銀
を

取
り
除
く
こ
と
が
困
難
な
た
め
、
水

銀
と
と
も
に
セ
メ
ン
ト
と
混
ぜ
ら
れ

最
終
処
分
場
に
埋
め
立
て
ら
れ
る
そ

う
で
す
。
乾
電
池
は
破
砕
さ
れ
た
あ

と
、
金
属
部
分
は
磁
気
で
選
別
さ
れ

リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
、
内
容
物
は
セ
メ

ン
ト
と
混
ぜ
ら
れ
最
終
処
分
場
に
埋

め
立
て
ら
れ
る
そ
う
で
す
。

　

こ
の
最
終
処
分
場
は
管
理
型
最
終

処
分
場
で
、
処
分
場
内
の
雨
水
等
の

浸
出
水
は
、
水
処
理
施
設
で
飲
み
水

の
レ
ベ
ル
ま
で
処
理
さ
れ
、
処
理
後

の
水
は
焼
却
施
設
の
冷
却
水
と
し
て

再
利
用
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
埋

め
立
て
が
完
了
し
た
最
終
処
分
場
は

整
地
さ
れ
、
植
栽
等
に
よ
る
環
境
整

備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
最
終

処
分
場
は
小
諸
市
御
影
新
田
に
あ
り
、

農
地
に
囲
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の

よ
う
に
周
辺
環
境
へ
の
安
全
性
に
十

分
配
慮
し
た
管
理
が
な
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　

ア
パ
ー
ト
の
賃
貸
契
約
な
ど
は
通
常
書
面
を

交
わ
し
ま
す
が
、
口
約
束
で
も
契
約
は
成
立
し

ま
す
。

　

契
約
を
解
除
す
る
に
は
当
事
者
同
士
の
合
意

が
必
要
で
す
。
一
方
の
都
合
に
よ
り
解
除
す
る

場
合
は
、
一
般
的
に
損
害
賠
償
金
や
違
約
金
を

支
払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
契
約
を
す
る

時
は
慎
重
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

条
件
に
よ
っ
て
は
契
約
の
取
り
消
し
や
無
効

が
認
め
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

〈
無
効
と
な
る
契
約
〉

①
錯
誤
に
よ
り
結
ん
だ
契
約
（
間
違
い
や
勘
違

い
で
契
約
し
た
場
合
な
ど
）。

②
公
序
良
俗
に
反
す
る
契
約
（
例
え
ば
犯
罪
行

為
を
行
う
内
容
の
契
約
な
ど
）。

〈
取
り
消
し
で
き
る
契
約
〉

①
強
迫
を
さ
れ
て
契
約
し
た
場
合
。

②
詐
欺
に
よ
り
契
約
し
た
場
合
。

③
未
成
年
者
に
よ
る
契
約
。

〈
未
成
年
者
の
契
約
〉

　

未
成
年
者
の
契
約
は
、
法
定
代
理
人
（
親
な

ど
）
の
同
意
が
な
い
場
合
取
り
消
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。
た
だ
し
、

①
こ
づ
か
い
と
し
て
も
ら
っ
た
お
金
で
契
約
す

る
場
合
。

②
成
人
で
あ
る
と
相
手
を
だ
ま
し
て
契
約
し
た

場
合
。

③
結
婚
し
て
い
る
場
合
は
、
取
り
消
し
で
き
ま

せ
ん
。

〈
一
方
的
に
不
利
な
契
約
条
項
は
無
効
〉

　

消
費
者
契
約
法
に
よ
り
消
費
者
に
一
方
的
に

不
利
な
契
約
条
項
は
無
効
に
な
り
ま
す
。

（
例
）

①
事
業
者
が
損
害
賠
償
の
責
任
を
一
切
負
わ
な

い
と
す
る
条
項
。

②
消
費
者
に
不
当
に
高
額
な
損
害
賠
償
を
負
担

さ
せ
る
契
約
な
ど
。

消

費

者

の

窓

 
新
た
に
社
会
人
・
学
生
に
な
ら
れ
た
皆
さ
ん　

契
約
は
慎
重
に
！

  
口
約
束
も
契
約
で
す

  
契
約
の
取
り
消
し
と
無
効

クーリング・オフ～消費者の強い味方～
　訪問販売など特定の取り引きで、契約を結んだ後で一定
期間は消費者に考え直す機会を与え、無条件で解約するこ
とを認めた制度です。

◆支払い代金は返金されます。

◆無条件解約なので違約金なども請求されません。

◆商品の引き取り送料は販売会社が負担。

効 
果

◆契約場所が自宅など店舗や営業所以外である。
　（ただし、目的を告げられずに電話などで営業所等に呼
　び出された場合などはクーリングオフできます。）

◆クーリング・オフ期間内（８日間、ケースによっ
て20日間）

◆事業者間の契約には適用されません。

条　

件

●
問
い
合
わ
せ
先　

市
民
課　

生
活
環
境
係　

�　
－

５
８
９
６　

上
田
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー　

�　

－

８
５
１
７

６４

２７

▲処理施設を見学

▲回収された蛍光管
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見る　考える　話す
対話型鑑賞の研修会開催

　４月８日、梅野記念絵画館・ふれあい館では、絵画鑑賞教育の実践
者として著名なアメリア・アレナスさん（ベネズエラ出身）を招き、
鑑賞教育研修会が開催されました。
　絵画鑑賞教育とは美術作品の解説や作者の経歴を説明するのではな
く、作品を見て、考えて、感じたことを言葉として表現することで観
察力と判断力を育てることを目的としています。研修会では地元小学
生を対象にアレナスさんによる鑑賞授業の実演が行われ、県内から約
 40名の教員や美術館の学芸員などがその様子を見学していました。

ートピックスー　地域の話題

（２００７年５月）

　4月１１日、田中小学校では、校舎裏に借りている畑で全校生徒が
じゃがいもの植え付けを行いました。これは総合的な学習の時間を利
用し、また食育の一環として昨年度から学校全体で野菜作りに取り組
んでいるものです。　　
　昨年１１月には玉ねぎ植えをし、この日は近所のお年寄りを講師とし
て迎え、じゃがいもの植え方を教えていただき、１年生は６年生と一
緒に種いもを畑に等間隔に植えていきました。
　夏休み前の７月中旬に収穫をし、収穫した野菜は給食材料として利
用するため、今後６年生を中心に給食のメニューを考えていくそうで
す。

たくさん収穫できますように！
田中小学校でじゃがいもの植え付け

第１回烏帽子杯争奪
マレットゴルフ大会

　４月１５日、海野マレットゴルフ場において第１回烏帽子杯争奪

マレットゴルフ大会（市マレットゴルフ協会主催）が開催されま

した。この大会は昨年１０月に海野マレットゴルフ場がオープンし

たことを記念して創設されたもので、この日は市のマレットゴル

フ協会に加入している会員約１８０名が参加しました。唐沢昭吾会

長は「会員の健康づくりとコミュニケーションが図れるよう今後

も大会運営をしていきたい」と話していました。

　　

地域で守り育てた緑豊かな財産
和財産区が沿革誌を発刊

　４月４日、和財産区議会の竹内邦彦議長が「和財産区の沿革」

の完成を記念して市役所を訪れ、土屋市長に沿革誌が贈呈されま

した。前回（昭和５２年）の沿革誌発刊からすでに３０年が経過して

おり、今回完成した沿革誌には昭和52年以降の経過が新たに加

えられました。和財産区は昭和３１年の町村合併の際に設置され、

旧和村が所有していた財産の一部を引き継ぎました。竹内議長は

「木材生産を主とした山林経営に加え、これからは自然環境や水

資源の確保など住民すべての大きな財産として守り育てていく」

と話していました。



21

ートピックスー　地域の話題

とうみ

　４月２１日、市役所で東御市交通少年団委嘱式が行われま
した。交通少年団は市内各小学校の５・６年生50名で構
成されています。今回新しく入団したのは、５年生25名、
６年生４名の合計29名の皆さん。名前を呼ばれた団員は、
少し緊張した表情を見せながら市長から委嘱書を受け取り
ました。続いて東御市交番の有賀専門官から交通安全の話
を聞き、交通ルールを守ることの大切さを感じていました。
今後、交通少年団の啓発活動により、交通事故が一件でも
減るよう活躍が期待されます。

精神保健福祉講演会

（２００７年５月）

で
き
ご
と
短
信

３
・　

▼
第　

回
東
御
市
舞
踊
発
表
会

１８

２８
（
文
化
会
館
サ
ン
テ
ラ
ス

ホ
ー
ル
）

３
・　

▼
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
「
ふ
る
さ
と

２３

自
慢
う
た
自
慢
」
公
開
録
音

（
文
化
会
館
サ
ン
テ
ラ
ス
ホ

　
　
　
　

ー
ル
）

３
・　

▼
第　

回
琴
伝
流
大
正
琴
発
表

２５

２７
会
（
文
化
会
館
サ
ン
テ
ラ
ス

ホ
ー
ル
）

４
・
１
▼
東
部
高
校
が
東
御
清
翔
高
校

と
校
名
変
更

４
・
９
▼
体
育
指
導
委
員
会
委
嘱
式

　
　
　
　

（
中
央
公
民
館
）

４
・　

▼
長
野
救
命
医
療
専
門
学
校
入

１０

学
式

４
・　

▼
ス
ポ
ー
ツ
教
室
合
同
開
講
式

２２

（
中
央
公
園
第
１
体
育
館
）

４
・　

〜　

▼
写
遊
と
う
み
写
真
展
示

２６

３０会
（
文
化
会
館
展
示
室
）

美しい音色に感動
　４月１４日、文化会館サンテラスホールにおいて、スペ
シャルオリンピックスチャリティコンサート「クラシック
を楽しもう」が開催され、多くの観客が訪れました。ＳＯ
実行委員会によるクラシックコンサートは市内では初めて

の開催になります。
　コンサートでは、平林
三和さんと穴沢雄介さん
によるピアノとヴァイオ
リンの演奏と矢島吹渉樹
さんによるピアノの演奏
が行われ、観客は２組の
美しい音色に魅了されて
いました。

少年柔道県大会で３位入賞
　３月２４日、総合福祉
センターで精神保健福
祉講演会が開催され、
滝沢病院院長の吉田朋
孝先生の講演を聞こう
と約８０名が参加しまし
た。吉田先生は今日増
えている自殺や犯罪の
事例にふれながら「こ
れらの予防のためには、
温かな家庭づくりが大
切」と話していました。

　４月１６日、今年度市内各小学校で英語の授業の指導助手
を務める、リース・ヒヤネさん（ハワイ出身）が土屋市長
に就任報告のため訪れました。小学校での英語の授業は市

の重点施策にも盛り
込まれており、全学
年を対象にリースさ
んの出身地の話など
を聞くことで、小学
生の頃から異文化に
触れ、英語に親しん
でもらうことを目的
としています。

小学生から英語に親しむ

　３月２５日、松本市柔剣道場で行われた第２７回全国少年柔
道大会長野県大会に市スポーツ教室の東部柔道教室の生徒
が出場しました。県大会に出場できるのは、東信大会で４

位までのチームで、
東部柔道教室は２
位と３位に入り、
県大会へと駒を進
めました。この大
会には県内からは
１６チームが出場し、
Ａチームが３位入
賞と健闘しました。

交通安全リーダーとして
交通少年団委嘱式
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▼
４
月
は
出
会
い
の
季
節
と
い
い
ま

す
が
、
今
月
号
は
保
育
園
、
小
中
学

校
の
入
園
、
入
学
や
各
種
団
体
等
の

委
嘱
式
な
ど
の
話
題
を
取
材
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
新
た
な
一
歩
を

踏
み
出
す
皆
さ
ん
に
と
っ
て
は
「
ワ

ク
ワ
ク
ド
キ
ド
キ
、
不
安
い
っ
ぱ

い
」
と
い
っ
た
と
こ
ろ
な
の
で
し
ょ

う
か
。
▼
そ
う
い
う
私
も
こ
の
４
月

か
ら
市
報
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
カ
メ
ラ
を
構

え
る
姿
も
今
ひ
と
つ
ぎ
こ
ち
な
く

…
…
。
取
材
先
の
皆
さ
ん
も
何
気
な

く
気
づ
か
れ
た
か
と
思
い
ま
す
。
▼

市
報
を
作
る
の
に
も
地
域
の
皆
さ
ん

の
ご
協
力
が
あ
っ
て
出
来
上
が
る
の

だ
と
今
回
実
感
し
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
皆
さ
ん
と
の
出
会
い
を
大
切
に

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
お

近
く
で
話
題
が
あ
り
ま
し
た
ら
市
報

担
当
ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
い
。
▼
外

に
出
掛
け
る
の
が
気
持
ち
良
い
季
節

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
休
日
に
は

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

ご
家
族
や
お
友
達
と
一
緒
に
出
掛
け

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。
私
も

話
題
を
探
し
に
出
掛
け
て
み
よ
う
と

思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

（
市
報
担
当　

関
）

編
集
後
記

●梅野記念絵画館・ふれあい館　●℡61－6161　●開館時間：火～日曜日9:30～17:00

世帯数
11,319世帯（＋28）

総人口
32,050人（－68）
男 15,708人 （－27）
女 16,342人 （－41）

（４月１日現在）

人の動き

転入221人（＋145）
転出275人（＋187）
出生  20人（－７）
死亡  34人（＋５）
 ※カッコは３月対比

そ
の　
37

  
『
男
性
像
（
仮
題
）
』　　
 
関 　
 
晴 
風
   
 
作

せ
き 

せ
い 
ふ
う

水彩、紙　55センチ×33センチ　1917年

石
か
ら
弟
子
入
り
す
る
こ
と
に
な
っ
た
よ
」
と
い
わ
れ
た
。
そ
の
粒
々

を
手
に
受
け
て
よ
く
よ
く
見
入
る
と
、
豆
粒
に
は
七
福
神
を
米
粒
に
は

恵
比
寿
大
黒
が
い
と
も
細
や
か
に
描
か
れ
て
い
た
。
こ
の
天
才
少
年
こ

そ
は
関
晴
風
君
そ
の
人
で
あ
る
。 ―

　

こ
の
作
品
は
、
関
晴
風
が
師
・
丸
山
晩
霞
と
と
も
に
朝
鮮
半
島
を
旅
行

し
た
時
に
描
か
れ
た
も
の
で
す
。
時
代
は
違
い
ま
す
が
、
ド
ラ
マ
「
チ
ャ

ン
グ
ム
の
誓
い
」
に
登
場
す
る
男
性
も
こ
ん
な
格
好
で
す
よ
ね
。
さ
て
常

田
・
法
善
寺
に
あ
る
欄
間
絵
「
釈
迦
八
相
」、
小
諸
・
玄
光
院
の
「
釈
迦

八
相
」
は
、
丸
山
晩
霞
と
関
晴
風
に
よ
る
合
作
で
あ
る
こ
と
、
羽
衣
荘
に

飾
ら
れ
て
い
た
丸
山
晩
霞
の
肖
像
画
も
関
晴
風
に
よ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、

丸
山
晩
霞
は
関
晴
風
の
人
物
画
に
お
け
る
才
能
を
認
め
て
い
た
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
人
物
画
に
お
い
て
、
関
晴
風
は
丸
山
晩
霞
を
上
回
る
技
量
を

持
っ
て
い
た
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

丸
山
晩
霞
は
激
情
す
る
と
門
下
生
を
「
ク
ソ
野
郎
」
と
呼
び
つ
け
た
そ

う
で
す
が
、
裏
を
返
せ
ば
門
下
生
に
対
す
る
愛
情
か
ら
溢
れ
出
た
言
葉
で

あ
っ
た
と
関
晴
風
は
回
顧
し
て
い
ま
す
。

　

関
晴
風
は
丸
山
晩
霞
の
下
で
学
び
、
日
本
水
彩
画
会
に
お
い
て
重
要
な

人
物
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
評
価
が
不
遇
の
ま
ま
現
在
に
至
っ
て

い
ま
す
。
今
後
、
調
査
研
究
を
深
め
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
東
御
市

が
生
ん
だ
芸
術
家
の
一
人
で
す
。
残
念
な
が
ら
作
品
や
情
報
が
不
足
し
て

い
ま
す
。
も
し
ご
自
宅
に
関
晴
風
に
関
す
る
資
料
、
作
品
等
が
ご
ざ
い
ま

し
た
ら
情
報
の
ご
提
供
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
参
考
文
献　

水
彩
画
家
丸
山
晩
霞
（
小
山
周
次
著
）、
長
野
県
美
術
全
集

　

第
８
巻
（
郷
土
出
版
社
）

（
梅
野
記
念
絵
画
館
、
丸
山
晩
霞
記
念
館　

学
芸
員　

佐
藤
聡
史
）
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東御市役所はチーム・マイ
ナス６％に参加しています

関
晴
風
（
せ
き
・
せ
い
ふ
う
）　

1
8
8
8
年
小
県
郡
滋
野
村
（
現
東
御
市
）
に
清
水
喜
代
作
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
る
。
本
名
義
近
。

1
9
0
5
年
丸
山
晩
霞
と
共
に
上
京
、
太
平
洋
画
会
研
究
所
、
水
彩
画
講
習
所
に
学
ぶ
。
1
9
0
8
年
父
の
実
家
で
あ
る
関
孫
左
衛
門

の
養
子
と
な
る
。
1
9
1
5
年
日
本
水
彩
画
会
会
員
。
1
9
1
7
年
丸
山
晩
霞
と
と
も
に
朝
鮮
半
島
へ
写
生
旅
行
。
常
田
法
善
寺
で
釈

迦
八
相
図
を
丸
山
晩
霞
と
共
に
手
が
け
る
。
1
9
1
9
年
第
１
回
帝
展
入
選
。
1
9
2
4
年
小
諸
・
玄
江
院
釈
迦
八
相
図
を
丸
山
晩
霞

と
共
に
手
が
け
る
。
1
9
5
0
年
小
山
周
次
と
と
も
に
日
本
水
彩
画
会
名
誉
会
員
。
1
9
5
7
年
死
去
。
享
年　

歳
。

６９

　

丸
山
晩
霞
が
、
日
本
に
お
け
る
水
彩
画
の
礎
を
多
く
の
盟
友
と
と
も
に

築
い
た
功
績
は
広
く
知
ら
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
丸
山
晩
霞
、
大
下
藤
次

郎
、
三
宅
克
己
、
吉
田
博
、
石
井
柏
亭
ら
は
、
水
彩
画
壇
の
大
御
所
と
し

て
現
在
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

丸
山
晩
霞
の
も
う
一
つ
の
功
績
は
、
多
く
の
後
進
を
育
て
た
こ
と
に
あ

り
ま
す
。
門
下
生
の
中
に
は
、
小
山
周
次
、
神
津
港
人
と
い
っ
た
優
秀
な

芸
術
家
が
育
ち
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
ご
紹
介
す
る
関
晴
風
も
そ
の
門
下
生
の
一
人
で
あ
り
ま
す
。
関

晴
風
が
丸
山
晩
霞
の
門
下
に
入
門
し
た
時
の
様
子
を
、
小
山
周
次
が
次
の

よ
う
に
記
し
て
い
ま
す
。

―
あ
る
日
の
夕
方
汗
と
埃
と
に
塗
れ
て
義
塾
の
通
学
か
ら
帰
っ
て
来
た
小

生
に
向
い
先
生
は
掌
上
に
載
せ
た
一
個
の
豆
粒
と
一
粒
の
玄
米
と
を
大

事
そ
う
に
示
し
乍
ら
「
今
度
こ
う
い
う
珍
し
い
天
才
少
年
が
隣
村
の
大


